
平成20年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

8.2ha 累計 11.6ha 累計 7.7ha 累計

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

成果、目標

単独公共下水道認可区域内において

汚水管渠築造工事を行なうことにより手　　段

成果指標名

成果指標の
説明

平成19年度決算（実績）

単独公共下水道汚水管渠築造事業

上下水道部　下水道課 2231

1,136ha

１ｈａ当り整備費整備促進率

認可区域面積

事業費(千円)／整備面積(ha)

３点　施策の達成に非常に効果があった

２．快適でやすらぎのあるまちづくり

基本目標、施策に対する貢献度

(累計整備面積／認可区域面積)×100

生活排水対策・快適な都市環境づくりのまちづくり

3.5㎞ 3.2㎞

事務事業名

① ②

下水道事業の整備促進を図る

基本目標

市長マニフェストの執行状況 ４点　実施中であり、ほぼ達成できる見込み

下水道

平成19年度実績

平成20年度決算（実績）

79.0% 80.0%

20,274千円 12,998千円

平成21年度計画

平成21年度予算（計画）

80.7%

19,481千円

3.1㎞

指標の推移

布設延長

成果指標②

整備面積

項　　目

管渠工事費

平成20年度実績

166,243千円 150,775千円 150,000千円

897.6ha 909.2ha 916.9ha
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

人工計 1.70人
次長
課長級

0.30人 補佐級 0.10人 係長級 0.00人 一般職 1.30人 非常勤 0.00人 再任用 0.00人

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧総合評価

⑨改善点、問題点等

89,488

過去の改善点

今後の改善計
画

下水道管渠の設計に祭し、管径縮小、マンホール間隔拡大、埋設深の浅埋化等を行い建
設費のコスト縮減を図った。

下水道整備計画に基づく整備区域の拡大を最優先しているが、下水道施設の老朽化も進
んでおり、整備と維持の費用並び人員配分に苦慮している。

下水道維持管理体制を確立するために、下水道施設の耐震化、管更生、不明水の排除を
基本とし、維持管理基本計画の策定が必要である。

現在の課題、
問題点

11,350

162,125

Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

72,637

三河湾の水質浄化促進と生活環境の改善を図るために必要不可欠な事業で
あり、計画的な施工による早期の事業完了を目指す必要がある。

総合評価

財源
内訳

人件費
を含む
事業費

Ａ 現行どおり市が実施

150,775
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